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実りの秋。収穫の秋。スポーツの秋。読書の秋。食欲の秋…。とにかく、何をする 

にも気持ちの良い季節を迎えています。子どもたちは、遠足に行ったり、芋ほりをし

たり、音楽会に向けて練習に励んだりと、教室を飛び出して多様な学びに励んでいます。 

 

学校で、子どもたちが学ぶことって何だろう？ 学校という場で日々子どもたちと向き合っているから

こそ、この問いは常に自分自身に問いかけています。でも、あまりにも広いのです。 

その昔、明治の頃の初代文部大臣、森有礼は「知育・徳育・体育」と説き、1920年制定の教育基本法

で「人格の完成」と定められました。今現在も、教育の目的は「人格の完成」なのです。 

 

でも、「人格の完成」って何だろう？ 

「知識」とか「技能」とかだけではない…ということはわかるのですが、あまりにも広くて 

もうちょっと具体的な言葉が欲しくなりました。そこで、5年生の川場移動教室や1・2年生の 

遠足に行ったときに、先生たちが子どもたちにかける言葉によく耳を傾けてみました。 

「困っている友達がいたら、声をかけてあげよう」 

「班長を中心に、チームで協力して進めてください」 

「最後まで責任をもって、自分の役割をやり遂げましょう」 

「集団生活です。みんなが気持ちよく過ごすために、一人一人がルールを守って行動しよう」 

なんとなく「人格の完成」の正体がわかってきました。 

音楽会の練習中にも、先生の言葉に注意深く耳を傾けてみました。 

 「一生懸命練習することが大事。精一杯やって、それで失敗したのなら、それは大事な経験」 

 「みんなで気持ちを一つにして演奏しよう。一つ一つの音が集まって、みんなの曲になるんだよ」 

 

 小学校教育で大切にする「人格の完成」とは、「困っている人を助けようとする優しさ」とか「みんな

と協力する力」「役割を全うする責任感」「集団生活で決まりを守る自律心」「ひたむきに努力できる強

さ」…そういったところを育てるのかな…と一人納得しました。 

 今月は音楽会があります。大きな行事を経験し、子どもたちはきっとまた大切な何かを学ぶことでしょ

う。それがまた一歩「人格の完成」に近づくきっかけとなる、そうであったら嬉しいなと思うのです。 
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